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ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
第
七
二
回
質
問

７
：
７

そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
に
言
う
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
律
法
は
罪
な
の

で
し
ょ
う
か
。
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
律
法
に

よ
ら
な
け
れ
ば
、
私
は
罪
を
知
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
実
際
、

律
法
が
「
隣
人
の
も
の
を
欲
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
言
わ
な
け
れ
ば
、
私

は
欲
望
を
知
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

７
：
８

し
か
し
、
罪
は
戒
め
に
よ
っ
て
機
会
を
と
ら
え
、
私
の
う
ち
に
あ
ら

ゆ
る
欲
望
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
律
法
が
な
け
れ
ば
、
罪
は
死
ん
だ
も

の
で
す
。

７
：
９

私
は
か
つ
て
律
法
な
し
に
生
き
て
い
ま
し
た
が
、
戒
め
が
来
た
と
き
、

罪
は
生
き
、

７
：

私
は
死
に
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
い
の
ち
に
導
く
は
ず
の
戒
め
が
、
死

10に
導
く
も
の
で
あ
る
と
分
か
り
ま
し
た
。

７
：

罪
は
戒
め
に
よ
っ
て
機
会
を
と
ら
え
、
私
を
欺
き
、
戒
め
に
よ
っ
て

11私
を
殺
し
た
の
で
す
。

７
：

で
す
か
ら
、
律
法
は
聖
な
る
も
の
で
す
。
ま
た
戒
め
も
聖
な
る
も
の

12で
あ
り
、
正
し
く
、
ま
た
良
い
も
の
で
す
。

７
：

そ
れ
で
は
、
こ
の
良
い
も
の
が
、
私
に
死
を
も
た
ら
し
た
の
で
し
ょ

13う
か
。
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
罪
が
そ
れ
を
も

た
ら
し
た
の
で
す
。
罪
は
、
こ
の
良
い
も
の
で
私
に
死
を
も
た
ら
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
罪
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
罪
は
戒
め
に
よ
っ
て
、

限
り
な
く
罪
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

（
ロ
マ
七
章
七
ー
一
三
節
／
新
改
訳
２
０
１
７
）

（
１
）
律
法
の
目
的
は
な
ん
で
す
か
。

（
２
）
律
法
に
よ
っ
て
、
パ
ウ
ロ
自
身
の
生
活
に
ど
ん
な
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
ま
し
た
か
。
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律
法
の
効
用

（
ロ
マ
七
章
七
節
）
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尾
山
令
仁
・
ロ
ー
マ
教
会
へ
の
手
紙
講
解
（
ロ
イ
ド
ジ
ョ
ン
ズ
・
ロ
マ
書
講
解
要
約
）
よ
り
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J-ばいぶるGREEK 原書講読画面

ロマ 7:7

Ti, ou=n evrou/men* o` no,moj àmarti,a* mh. ge,noito¥ avlla. th.n àmarti,an ouvk e;gnwn eiv mh. dia. no,mou¥
th,n te ga.r evpiqumi,an ouvk h;|dein eiv mh. o` no,moj e;legen( Ouvk evpiqumh,seij)

<文法解析ノート> Rom 7:7

@1# ti,j Ti, aptan-s 形）疑対中単 誰､何､どんな､なぜ､どちら @2# ou=n ou=n ch 接）完等 それで @3# ei=pon evrou/men* vifa--1p 動）直未来能1 言った､言う､～と呼ぶ

@4# ò ò dnms 冠）主男単 冠詞（この､その） @5# no,moj no,moj n-nm-s 名）主男単 律法 @6# àmarti,a àmarti,a* n-nf-s 名）主女単 罪

@7# mh, mh. qn 不変）否定 ～ない @8# gi,nomai ge,noito¥ voad--3s 動）希アオ能欠3単 なる､生じる､現れる

@9# avlla, avlla. ch 接）完 けれども､しかし､かえって､むしろ､以外に @10# ò th.n dafs 冠）対女単 冠詞（この､その） @11# àmarti,a àmarti,an n-af-s 名）対女単 罪

@12# ouv ouvk qn 不変）否定 ～ない @13# ginw,skw e;gnwn viaa--1s 動）直アオ能1単 知る @14# eiv eiv cs 接）従位 もし､もしも､～かどうか

@15# mh, mh. qn 不変）否定 ～ない @16# dia, dia. pg 前）属 ～を通って､～の故に､～のために @17# no,moj no,mou¥ n-gm-s 名）属男単 律法

@18# ò th,n dafs 冠）対女単 冠詞（この､その） @19# te, te ab 副） でも～でも､それで､同様に @20# ga,r ga.r cs 接）従 なぜなら､というのは､すなわち､だから

@21# evpiqumi,a evpiqumi,an n-af-s 名）対女単 欲望､貪欲､情欲 @22# ouv ouvk qn 不変）否定 ～ない

@23# oi=da h;|dein vila--1s 動）直大完能1単 知っている @24# eiv eiv cs 接）従位 もし､もしも､～かどうか @25# mh, mh. qn 不変）否定 ～ない

@26# ò ò dnms 冠）主男単 冠詞（この､その） @27# no,moj no,moj n-nm-s 名）主男単 律法

@28# le,gw e;legen( viia--3s 動）直未完能3 告げる､言う､呼ぶ､命ずる @29# ouv Ouvk qn 不変）否定 ～ない

@30# evpiqume,w evpiqumh,seij) vifa--2s^vmaa--2s 動）直未来能2単/命アオ 熱望する､切望する､渇望する

<聖書翻訳比較ノート>

【新改訳2017】 それでは、どのように言うべきでしょうか。律法は罪なのでしょうか。決してそんなことはありません。むしろ、律法によらなければ、私は罪を知ることはな

かったでしょう。実際、律法が「隣人のものを欲してはならない」と言わなければ、私は欲望を知らなかったでしょう。

【新改訳改訂３】 それでは、どういうことになりますか。律法は罪なのでしょうか。絶対にそんなことはありません。ただ、律法によらないでは、私は罪を知ることがなかっ

たでしょう。律法が、「むさぼってはならない」と言わなかったら、私はむさぼりを知らなかったでしょう。

【口語訳】 それでは、わたしたちは、なんと言おうか。律法は罪なのか。断じてそうではない。しかし、律法によらなければ、わたしは罪を知らなかったであろう。すなわ

ち、もし律法が「むさぼるな」と言わなかったら、わたしはむさぼりなるものを知らなかったであろう。

【新共同訳】 では、どういうことになるのか。律法は罪であろうか。決してそうではない。しかし、律法によらなければ、わたしは罪を知らなかったでしょう。たとえば、律法

が「むさぼるな」と言わなかったら、わたしはむさぼりを知らなかったでしょう。

【NKJV】 What shall we say then? Is the law sin? Certainly not! On the contrary, I would not have known sin except through the law. For I

would not have known covetousness unless the law had said, "You shall not covet."


